
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ東日本労働組合 

発責 組織情宣部 

2023年８月 11日 №644 

 

 

ＪＲ東日本は4月28日

に「2020 年度期末決算」

を発表しました。単体決

算では新型コロナウイル

スの影響を受けて営業収

益（11,841 億円／対前年

△8,769 億円）、運輸収入

（9,543 億円／同△8,385

億円）が 2 期連続の減収、

かつ過去最低を記録。期

末決算としては初めて営

業損失（△4,785 億円）、

経常損失（△5,177 億円）、

当期純損失（△5,066 億

円）を計上しました。 

期末決算の発表を受

け、各マスコミは「ＪＲ

東日本 民営化後 初の赤

字」「ＪＲ東日本、21 年 3

月期は5,779億円の赤字」

など、センセーショナル

な見出しで報じていま

す。 

 

 

 

会社は同時に「変革の

スピードアップのための

投資計画」（2021 年度設

備投資計画）を発表しま

した。「変革 2027」の早

期実現に向けて、収益力

向上に資する成長投資を

積極的に実施していくほ

か、業務改革などに資す

る充填枠投資を着実に実

施するとしています。 

 

＜連結＞ 2021年度計画 2020年度実績  ＜単体＞ 2021年度計画 2020年度実績 

輸送サービス 4,240億円 4,516億円  合 計 5,510億円 5,348億円 

組織体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新幹線総合車両センター組織再編について 
【目的】 

○新幹線電車のメンテナンスを持続的に実施していくため、新幹線総合車両センターの組織を再編する。 

【実施内容】 

○現在の９科体制から６科体制へ組織再編を行う。 

・生産管理科と技術科を統合して生産企画科を発足（一部の技術科業務は総務科へ移管） 

・高速走行試験 PT を検査科から品質管理科へ移管 

・輸送管理科と検査科（交検）を統合し運用検修科を発足  

・車体科、台車科および検査科（落成検査）を統合して車両検修科を発足 

【執務場所の変更】 

○総務科と生産企画科は南事務所２F  

○品質管理科と運用検修科は信号扱所４F  

○車両検修科は現在の台車科事務所 

【箇所体制】 

○別途お知らせする。 

【実施時期】 

○2024年５月以降 

 

 

 

 

 

 

 

【その他】 

○具体的な実施日については、別途お知らせする。 

○施策実施に向けた必要な準備等を進めていく。 

＜現行＞ 
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＜再編後＞ 
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